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:11 今日の講義で学ぶ内容
e2次元配列とその使い方

・不規貝」な 2次元配列

・ 。length修飾子

11回目 多次元配列

鰤
|

2次元配列

1  2次元配列

―

配列要素が直線的に並ぶ配列です

次のように考えると分かりやすいでしょう

t

配列要素で≦舌函2並ぶ配列です

堰塾つ 次元以上の西己列のことて多次)配列といいます

C藝電憂蓼め韮  鵬 →酬 要素
〔重雰

)

眩ゝ 利用手1贋●
1次元酉己列の場合と同様です

配列変数の宣言

型と識別子を指定 して次のように行います

甲輻

2次元配列の利用

または

国[][]_ 別割; 〃〕avaでの標準のスタイル

コー ド例 l int[][]ary;

嘔 羹 □ 咀 I整 が配列の次元を表します

たとえば、int[H][]ary3は int型の 3次元配列型の変数 (配列変数)aryを宣言します

次のように考えると分かりやすいでしょう
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配列要素の確保

型と配列要素の個数を指定し のように行い

int[][]ary3       '
ary = new int[2][3];

⊇ κ′=`

配列要素の参照

各配列要素
了

澳里列変数の語雨事と添え字を用いて次のようにします

諄ろ]

/一 雪` :∽岬]唖
勢リ

弯看房係:」:酸輛 鰊 鍔 祗 聟 茉
け

ダ侑

配列要素への値の代入は、各配列要素を参照して次のように行います

θ/´ソ

・行の不子守|こ
1級～2の里型要素の個数

-1までの整数て憂
・苑の添え字にIc卜 列の配列要素の個数…1までの整数を指定します

9添 え字は、 しょう

例えば、
四

配列要素をもつ 2次元配列の場合は次のようにして添え字を指定します

ξグ

int[][]ary;

ary = new int[2][3];

ary[0][■ ] = ユ;

- 2'8 - 'γ

1次元の配列と同

回1     /■ gぃ、識別J[1行の添え引]

コード例



ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_1.java

//配列を用いて 3人の学生

class Samplell_

{

(3行)の 2科目の点数 (2列)を管理する ノィ斗D∩彙数

public static void main(String[]

{

//配列変数の宣言

int[][]testJ // int test[][
′́ ― /

//配列要素の確保

test = new int[3][2]j

―//配列変数の宣言と配列要素の確

//int test[][]=neW int[3][2]」           tく st
// int[][]teSt = new int[3][2]j

//各配列要素へ値を代入

//添え字は 0から 要素数―■まで 1:

teSt[Q][0]=80,  test[0][1]=50」

teSt[1][0]=60i  test[1][1]=755

test[2][0]=225  test[2][1]=90」

System.outoprintln(i+"番 目の学生の得点 :‖ )」

System.out.println(‖ 科目 1:‖ +test[i][0]+"¥t
/へ´ ′ヽ 、/プ /

科目 2:"+test[i][1])j

―

/

 ́  /

i`rilTE/11児
雫

|:聟

そ石らζη^入

実行画面

0番目の学生の得点 :

科目 1:80   科目 2:50

1番目の学生の得点 :

科目 1:60   科目 2:75

2番目の学生の得点 :

科目 ■:22   科目 2:90
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9括 弧{}が入れ子になつてしヽることに注意しましょう

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_2.java

//2次元配列の初期イじ

//各配列要素を順番に出力

fOr(int i=o3 iく 33 i++)

{

System.outoprintln(i+‖番 目の学 生 :::)j

System.out.println("科目 1:‖ +test[i][0]+"¥t科 目 2:‖ +test[i][■ ])J

沙

わ カ

´ 絆

,2 ν

記述可能

・ts

実行画面

0番目の学生 :

科目 1:80

1番目の学生 :

科目 ■:60

2番目の学生 :

科目 1:22

科 目 2:50

科 目 2:75

科 目 2:90

1              著
i l

2次元配列の初期化

2次元配列の初期化は、 次のように行いま

指定する値が指定する行と列に 入された配列要素をも 言されます

または
θ術

国 [][]識別割 ={{0行 0列 , 0行 ■列 ,¨.},{■ 行 0列 , ■行 ■列 ,".},… )5

国 識別割[][] =     l,     λ'
…0;
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D配 列の初期化では配列要素の数を指定しません

配列要素の数は{}の入れ子や値の列より自動的に計算されます

不規則な 2次元配列

不規則な 2次元配列の作り方

次の 2通 りの方法で作成することができます
。配列の初期イヒを利用 して作成する方法

・配列変数の宣言と配列要素の確保の利用手i贋にしたがい作成する方法

配列の初期イLを利用 L/て作成する方法

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Samplell_3.java

不規則な 2次元配列

各行の配列要素の数がそれぞれ異なる 2次元配列です

te割し

//不規貝」な 2次元配列で初期化する

class Samplell_

{

int i, ]」

//2次元配列の初期化
int[][]test={{80, 60, 22),{50, 75},

多ポ 鬼犀木β斐弱み][1躍ちます

配列の初期化による不規則な配列

配列の列方向の配列要素を指定す

る内側の括弧{}内で列挙する値の

個数を変えてやればよいです

eSt[i]。 leng

teSt[i].length

teSt[i]。 lengthは行方向の添え字
iで指定される行の列数を表します

(.length修飾子の詳細は次節で)

ク

ら んレ2

修 外

ヵ l」

ゞ
|な タ
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実行画面

0行日の要素数は 3で、

1行日の要素数は 2で、

2行日の要素数は 4で、

０

５

３

６

７

３

０

０

２

８

５

７

22です

です

7563です

瑠キス3ズι奨巽ニタ
その利用

。length修飾子   配列要素の数を得るための修飾子です

1次元配列の場合 : ①配列変到。length 配列要素の数

行数

第 i行の列数

行数

第 i行の列数

第 i tt j列 の高さ

―――+①

llll

蜃LM次元以降も同様です

2次元配列の場合 :J61配列変判。length

⑩画到見・ 帥帥

3次元配列の場合 : ① l配列変剖 。length

②l配列変到[i].length

③l配列変釧[iHj].length

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_4.java

実行画面

配列要素の数は 4です。

// .length修飾子

class Samplell=4

{

public static void main(String[]args)

{

//配列の初期化

int,知 ]={72,33,75,63}j
System.out.println(‖ 配列要素の数は・+testolength+‖ です。")3

宰 )

- 6/8 -



配列変数の宣言と配列要素の確保の利用手順にしたがい作成する方法

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_5。 java            ._.

//不規貝」な 2次元配列を宣言する

class Samplell_

{

public static void main(String[]args)

{

〃 (ポイント)

//2次元配列は"1次元配列の配列
‖
である

一

/41,■錬型の配列型の配列型の変数 (配列変
こ

――                ~~~~~~~~― ――――~~~~~― ――~―――
・

,‐ :■i

//各行の列数 (.lengthの 詳細は前節)と要素を|1頁番に出力
System.out.println(・ 配列の行数は

‖
+test。 length+‖ であり、

‖
)」

fOr(int i=o3 iく test.lengthi i++)

System.out.println(i+"行 日の配列要素は "+test[i]・ length+‖ です・ )」

AL
// int test[][]J

〃
ザⅢЩ

(:sl電
三

#』I髯[fliIF 

⑫げ」変数)を 3つ確イ呆する
      私tぬ 懃ι夕

｀
)

//各配列変数に int型の変数をそれぞれの個数だけ確保して 2次元配列は完成
teSt[0]=neW intoL//0行 日の配列要素は 3つ

[::[|:|[ 1:‖ ll[al チチ :|:冒 88:到墨:曇 |:lil]

int[][] aryj

ary=new int[3

実行画面

配列の行数は 3であり、

0行日の配列要素は 3です

1行日の配列要素は 2です

2行日の配列要素は 4です

H4]J

タ

7

lИ t[午1

2考えλ

- 7/8 -



参考 :例題 Sample■■_5の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

int[]test[]3〃 int型の配列型の配列型の変数 (配列変数)

test=new int[3][]3//int型 の配列型の変数を 3つ確保

teSt[0]=neW int[3]3//int型 の変数を 3つ確保

teSt[■ ]=neW int[2]3//int型 の変数を 2つ確保

test[2]=new int[4]3//int型 の変数を 4つ確保

■ 今日の講義のまとめ FII
01次元配列は配列要素が直線的に並ぶ配列のことです。2次元配列は配列要素が平面的に並

S配列のことです。一般に、2次元以上の配列を多次元配列といいます。

・ 2次元配列の配列要素を指定するとき、行方向と列方向の 2つの添え字が必要です。

・ 2次元配列の初期イヒは、行単位で値を列挙することにより行います。

・各行の列数が異なる不規則な 2次元配列を作成することができます。

・ .length修飾子を用いることにより、配列要素の数を知ることができます。
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